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序 はじめに



はじめに

● 白人↓

● 他の人種↑

● 多人種↑

● ⇒多様性の進行

⇒人種差別の問題視
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2020年アメリカの人種構成



01 アメリカ黒人問題の始まり



アメリカ黒人の概要

16世紀 アメリカに初の黒人上陸
⇒黒人でも白人でも年季奉公人
1705年 慣習を集約して法律化
1776年 アメリカ独立宣言
⇒万人の平等(黒人は人×)



綿花革命と黒人奴隷①

北部 奴隷反対

南部 奴隷賛成

境界線



綿花革命と黒人奴隷②

1793年 綿繰り機の発明

⇒南部の奴隷需要⤴

⇒綿の生産量⤴

⇒奴隷の価値⤴

奴隷の逃亡や反乱

1850年 逃亡奴隷法 綿繰り機



南北戦争と奴隷解放

1860年 南北戦争開始
1863年 奴隷解放宣言
理由１.イギリスへの牽制
理由２.南軍の混乱を誘発

奴隷解放⇒勝利のための手段



02 奴隷解放後の黒人差別



南部再建と黒人差別①

1865年 リンカン暗殺

選挙に勝ちたいジョンソンの政策
①南部の白人に財産権、市民権を回復
②黒人の市民権反対
③成人男性の黒人に参政権を付与
⇒白人と黒人の関係に変化なし



南部再建と黒人差別②

民主党 白人が支持
共和党 黒人が支持(白人の反対)
⇒反対する白人が暴徒化

南部の安定を求めて白人を優先



分離すれども平等①

1875年 公民権法の発効
⇒黒人が自由に公共施設を利用
1890年
南部諸州が巧妙に黒人の選挙権剥奪
⇒ジム・クロウの浸透

↳人種隔離政策や人種差別全般



1890年 プレッシー事件
隔離列車法の是非を問う事件

⇒分離すれども平等と結論

分離すれども平等②

ジム・クロウを公式に承認



第二次世界大戦と黒人差別

1939年 第二次世界大戦勃発
黒人は非戦闘員としてのみ活躍

1940年 選抜徴兵法
⇒形式上の人種差別が禁止



03 公民権運動



ブラウン判決

1951年 娘が小学校に入学拒否される
⇒肌の色が学校にふさわしくない
1954年 ブラウン判決
⇒分離すれども平等を否定(教育限定)

公民権運動の始まりの年



バスボイコット運動

1955年 ローザ・パークス逮捕
⇒白人に席を譲らなかったため
⇒バスに乗らない抗議運動を惹起

裁判：パークスの勝訴

⇒人種隔離の撤廃が決まる



ワシントン大行進

1963年 ワシントン大行進
参加者25万人(白人は6万人)
キング牧師の演説
黒人：白人を許すこと、非暴力
白人：白人も苦しんでいる

⇒肌の色ではなく能力で評価



04 公民権運動以降のアメリカ



黒人社会の光と影①

1960年代 積極的差別是正政策
雇用や選考で一定数の黒人を割当
⇒黒人の活躍の機会が増加
⇒中流階級の黒人増加

様々な分野で黒人が台頭



黒人社会の光と影②

1970年代

工場が都心→地方⇒

失業⤴ 犯罪⤴

中流の

引越⤴

必要な

施設⤵
ハイパーゲットー



黒人社会の光と影③

1980年代 黒人非難の大統領が続く

1990年代 ロドニー・キング事件
⇒黒人と警察の関係は変化なし



21世紀のアメリカ

2008年 バラク・オバマ大統領
↳黒人初の大統領

⇒多文化的環境で成長
⇒マイノリティ層から支持

アメリカ多様性の象徴



現代のアメリカ黒人問題①

2017年 ドナルド・トランプ大統領
⇒マイノリティ層の侮辱
⇒低所得の白人男性から支持
『法と秩序』
⇒黒人牽制、警察擁護



現代のアメリカ黒人問題②

2020年 フロイド事件
⇒BLM運動の再燃

アメリカ社会の根本的な変化が切望



終 今後の展望



今後の展望①

カラーブラインド社会の実現

賛成派
問題解決の先行きが不透明
自分を定義されることが嫌
反対派
アメリカの現状から不可能



今後の展望②

反対
黒人と白人は同じ立場にいない
⇒自由でも平等でもない
①黒人の貧困が多い理由を理解
②自助努力で競争できる社会を目標



THANKS


